
ず

い

そ

う

ジ
ャ
パ
ン
ロ
ー
ド

（
漆

の

道
）

中
村

覺

●
光
星

学
院
理
事
長

日
本
文
化
を
大
き
く
特
徴
づ
け
る
も
の
の

一
つ
に
漆
工
芸
が
あ
る
。
ウ
ル
シ
の
木
か
ら

採
取
し
た
樹
液
は
、
複
雑
な
工
程
と
高
度
な

技
術
に
よ
っ
て
、
美
し
く
あ
で
や
か
な
漆
器

と
い
う
芸
術
品
に
変
わ
る
。
日
本
人
の
暮
ら

し
に
密
着
し
、
精
神
風
土
を
も
映
し
出
し
て

き
た
漆
は
、
は
る
か
い
に
し
え
の
縄
文
時
代

に
は
す
で
に
そ
の
基
本
技
術
が
確
立
さ
れ
、

約
三
千
年
前
の
縄
文
時
代
晩
期
の
是
川
遺
跡

に
お
い
て
は
縄
文
漆
文
化
の
爛
熟
期
を
迎
え

た
と
さ
れ
る
。

青
森
県
八
戸
市
に
あ
る
是
川
遺
跡
は
、
市

の
中
心
部
か
ら
四
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
新
井
田

川
沿
い
の
台
地
に
広
が
る
遺
跡
で
あ
り
、
籃

胎
漆
器
、
装
身
具
、
飾
り
太
刀
な
ど
漆
を
使

用
し
た
出
土
品
、
漆
液
を
保
管
し
た
土
器
や

漆
液

を
こ

し
た
布

と
い

っ
た
漆
工

作
業
に

か

か

わ
る
遺
物
も
出

土
し
て

い
る
。
近
年
で
は

、

赤
色

漆
塗
り
櫛

や
ふ
た
つ
き

の
樹

皮
製
容
器

と

い
う

重
要
文
化

財
級
の
も

の
も
見

つ
か
っ

て

い
る
。

平

成
十
六
年
四

月
、
八

戸
市

に
お

い
て
是

川

遺

跡
ジ

ャ
パ
ン

ロ

ー
ド
（
漆
の
道
）

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上

が
り

、
調
査
実
行
委

員

会
会

長
を
仰
せ

つ
か

っ
た

。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
精
巧

な
漆
遺
物

が
多
数
出
土
し

て

い
る
是
川

遺
跡
の
漆
文
化

を
手

が
か
り

に
、

中
国
を

は
じ
め
と
す

る
ア
ジ
ア
地
域

や
国
内

の
漆
文
化

の
調
査
・
研

究
な
ど
を
通
し

て
、

漆
文
化

の
起
源
や
広

が
り

、
縄
文
文
化

の
実

相
を
探

っ
て
い
く
と

い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

連

綿
と
続
く
漆
文

化
だ

が
、
そ
の
起
源

に

は
依
然

と
し
て
多

く
の
謎

が
残

さ
れ
て

い
る
。

現
段

階
で
世
界
最
古

の
漆
器

は
日
本
か
ら
見

つ

か
っ
て

い
る
。
北
海
道
函
館

市
の
遺
跡

か

ら
出

土
し
た
約
九
千

年
前

の
漆
遺
物

が
そ

れ

で

あ
り

、
中
国

で
最
古
と

な
っ
て

い
る
浙
江

省

の
遺
跡
か
ら
出

土
し
た

約
七
千
年
前

の
漆

遺
物

よ
り
二
千
年

も
古

い
。
従
来
、
日

本
の

漆
文

化
は
中
国

大
陸
か
ら

伝
わ
っ
た
と

さ
れ

て
き
た
。
だ

が
現
在
は

、
中
国
起
源

説
、
日

本
独
自
発
生

説
、
多
元
発

生
説
な

ど
多

く
の

見

方
が
出
て

い
る
。
体
系

的
に
未
解
明

の
ア

ジ
ア
漆
文
化

に
つ

い
て

、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

空
白
の
地
図

を
一

つ
ず
つ
埋
め
て

い
く
努
力

を
し
た
。



こ
の

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
事
業
は
、
中

国
、

韓
国
、

ベ
ト

ナ
ム
な
ど

の
海
外
調
査

を
は
じ

め
、
国
内
調
査

や
取
材
活

動
、
海
外

フ
ォ

ー

ラ
ム
・
研
究
発

表
会
、

調
査
報
告
と
し

て
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
や
写
真

パ
ネ
ル
展
を
実

施
し
、

集
大

成
と
し
て

ア
ジ

ア
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開

催
し

て
情
報
発

信
を
し

た
。
三

年
間

に
漆
の

ル

ー
ツ
を
求

め
る
旅
と
し

て
ジ
ャ

パ
ン

ロ

ー

ド
ツ
ア

ー
を
三

度
実
施
し

、
こ

れ
に
参
加

さ

せ

て
い
た
だ

い
た
。

ジ
ャ

パ
ン

ロ
ー
ド
ツ

ア
ー
の
一
度
目

は
、

平
成

十
六
年
十
月

九
日
～

十
四

日
の
「
中
国

長
江
下

流
域
」
訪

問
で
あ

っ
た
。
七
千
年

前

の

遺
跡
の
復
元
現
場

で
あ

る
河

姆
渡
遺
跡

と

出
土
品

を
展
示
し

て

い
る
同

遺
跡
博
物
館

、

ア

ジ
ア
の
漆
研
究

の
シ
ン

ボ
ル

で
あ

る
六
千

四
百

年
前
の
「
赤

漆
塗
り

の
木

椀
」

が
保
存

さ
れ
て
い
る
浙
江

省
博
物
館

な
ど
を
見
学
し

、

多
彩

な
漆
遺
物

が
あ
る
良
渚
文

化
博
物
館

で

は
、

精
巧

な
玉
器

に
強
烈
な
印

象
を
受
け

た
。

二

度
目
は
、
平

成
十
七
年
六
月

二
十
四
日

～
二
十

九
日
の
「

ベ
ト
ナ

ム
」

で
、

ベ
ト

ナ

ム
最
古
の
二
千
四

百
年
前

の
漆
遺
物

が
出

土

し

て
い
る

ベ
ト

ヘ

ー
遺
跡
や
、
中
世

の
赤

漆

の
仏
像
群
、
現
代

に
息

づ
く
芸
術
性

の
香
り

高
い
漆
画
を

ベ
ト

ナ

ム
国

立
美
術
館
で
目

の

当

た
り
に
し

、

ベ
ト
ナ

ム
の
多

彩
な
漆
文

化

と
独

自
の
発
展

の
あ
り
よ
う

を
見
て
、
新

鮮

な
驚
き
を
覚
え

た
。

三

度
目
の
平
成

十
八
年
十
月

二
十
六
日
～

三
十

一
日
の
「
中
国

長
江
中

流
域
」
で
は

、

馬
王

堆
漢
墓
か

ら
出

土
し

た
漆
塗
り

の
大

き

な
棺

を
は
じ
め

、
湖
北
省
博
物

館
で
は
特
別

公

開
の
漆
遺
物

や
古
代

の
音
楽

会
を
再
現
し

た

ス
テ
ー
ジ
上

の
編
鐘

の
漆
塗
り

の
梁

な
ど
、

各
地

の
漆
文
化
と

そ
の
歴
史

に
触
れ

る
こ
と

が
で

き
た
。

こ

の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
試
行

錯
誤
を
繰
り

返
し

つ
つ
も
、
当

初
予
想
し

て
い
た
以
上

の

成
果

を
上
げ
る
こ
と

が
で
き

た
と
思
う
。
何

よ
り

、
こ

の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
縁
と
な

っ
て

、

国
内
外

の
研

究
者

た
ち

が
漆
文
化

の
起
源

や

変
遷

に
つ
い
て
大

い
な

る
関
心

を
も
ち
、

プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
枠

を
超
え
て
調
査
研

究
を
進

め
て
く

れ
た
こ
と

が
大
き
な
後

押
し
に
な
り

、

漆
研
究

の
た
め

の
大

き
な
礎
を

築
く
こ
と

が

で
き
た

の
で
は

な
い
か
と
思

っ
て

い
る
。

貴
重

な

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
、
研
究

団

の
方

々
の
努
力
と
手

助
け
に

よ
り
、
太
古

の
歴
史

に
臨
む
と

い
う
壮
大

な
夢

を
か
な
え

て

い
た

だ
い
た
感
動

は
至

宝
で

あ
る
。
縄
文

時
代
と

い
う

古
代

か
ら
連
綿
と

続
く
文
化
を

も
つ
地
元

八
戸
を
誇
り

に
思
う
。



ず

い

そ

う

イ

ギ

リ

ス

の

日
本
文
化
研
究

斉
藤

末
弘

●
西

南
学
院
理
事
長

●

夏
目
漱
石
の

ロ
ン
ド
ン
時

代
と
現
代

漱
石
は
、
百

年
余
り
前

に
こ

う
書

い
た
。

「
倫

敦

に
住

み
暮

ら
し

た

る
二
年

は

、
尤

も
不

愉
快

の
二

年
な
り

。
余

は
英
国

紳
士
の

間

に
あ
つ
て

狼
群
に
伍

す
る
一
匹

の
む

く
犬

の
如

く
、
あ
は

れ
な

る
生
活

を
営
み
た
り
」
と
。

一
九
九
四
年

四
月
、
私

は
ロ
ン

ド
ン
に

い

た

。
フ
ラ

ン
ス
と
イ

ギ
リ
ス
で
ノ
ル

マ
ン

デ

ィ

ー
大
作
戦

五
十
周
年
記

念
式
典

が
米
・
仏
・

英
の
首
脳

と
、

ベ
テ

ラ
ン
の
兵
士

が
大

勢
参

加
し

て
に

ぎ
に
ぎ
し
く
行

わ

れ
た
。

ウ
エ
ス

ト

ア

ク
ト

ン
の
朝
は
、
日

本
人
サ

ラ
リ
ー
マ

ン

が
次

々
と
出
勤
す

る
。
日
本
人

学
校
の
生

徒
が
足
早

に
登
校
し
て

い
く
。

テ
レ

ビ
コ
マ

ー
シ

ャ
ル
に
は
毎
日
、
日

本

の
企
業

名
が
流

れ
る
。
M
2
5
環
状
線

に
は
、
同
様

の
看
板

が

目
に
飛

び
込
ん
で
く

る
。
ロ
ン

ド
ン
の
銀
座

リ
ー

ジ
ェ
ン
ト
ス
ト

リ
ー
ト
に
は
日

本
の
百

貨
店

が
あ
り

、
そ

の
一
階
に
は
す
し

屋
が
あ

っ
て

、
と
き

お
り

演
歌

が
聞
こ
え

た
。
私

は

毎
朝

、
駅
前

の
イ

ン
ド
人

の
雑
貨
屋

に
「
タ

イ

ム
ズ
」
を
買

い
に
行

っ
た
が
、
日

本
企

業

の
広
告
は
見

て
も
、
日
本
文
化

に
関

す
る
記

事

は
見

た
こ
と

が
な
か

っ
た
。
首
相

が
三

人

交
代

し
た
と

き
だ
け
小

さ
く

載

っ
た

。

●

イ
ギ
リ
ス
の
日

本
文
化
研

究

私
は

、
ロ
ン

ド
ン
大

学
J

・
R

・
C

（
日

本
研
究
セ
ン
タ
ー
）
か

ら
招

か

れ
て

、

一
年

間
留

学
し
た

。
職
員
は

わ
ず
か
一
人

。
所

長

は
ア
メ
リ

カ
人

の
ド
ル

ウ
・

ガ
ー
ス
ル
教
授

（
近
松
文
学
）
だ

っ
た
。
毎

週

水
曜

日

、
五

時
間
目
に
日

本
に
関
す

る
研

究
発
表

が
行
わ

れ
た
。
あ

る
と

き
は
「
吉
田
学
校

に
つ

い
て
」
、

ま

た

あ

る
と

き
は

「
芭
蕉
」
、

ま
た

あ

る
と

き
は
「
津
島

佑
子
の
作
品

」
と
、
多

岐
に
わ

た

っ
た
。
そ

の
成
果

が
機
関
紙
『
ジ
ャ
パ
ン
・

フ
ォ
ー
ラ

ム
』
（
創
刊
一
九
八
九
年
四
月
）
に

発
表

さ
れ
て

い
る
の
で
あ

る
。
一
九
九
四
年

ま
で

六
年
間
十
二

冊
の
内
容

は
総
数
百
十

一

編

、
そ
の
内
訳

は
政
治
十

八
、
経
済
二
十
七

、

歴
史
三

十
一
、
文

化
三
十

五
（
う
ち
文
学
八
）
、

で

あ
る
。

ち

な
み
に
、

イ

ギ
リ

ス
の
お
よ
そ
百
く

ら

い
あ
る
大
学

の
う
ち
二
十

五
大
学
に
日

本
に

関

す

る
（
語
学
を
含
む
）
学

科

や
コ

ー
ス

が

存
在

す
る
。
そ

の
教
員
数

は
、
イ

ギ
リ

ス
全

土

で
百

九
十

一
人

。
そ

の
う

ち
文
学
十

一
人
、

政
治
・
経
済
九

十
九
人
、
日

本
語
八
十

一
人

（
非
常
勤
を
含
む
）
で

あ

っ
た
。

有
名

な

ケ

ン
ブ
リ
ッ

ジ
八

人
、
オ

ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
十

三

人
、
シ

ェ
フ
ィ

ー
ル

ド
二

十
三
人
、

カ

ー

デ
ィ
フ
九
人

、
マ
ン
チ

ェ
ス
タ

ー
七
人
等

が

力

を
入

れ
て

い

る
。
し

か
し

、
「
日

本
研

究



セ
ン

タ
ー
」
を

も
つ
大
学

は
、
オ
ッ

ク
ス

フ

ォ

ー
ド
、
ロ
ン

ド
ン
、
マ
ン
チ

ェ
ス

タ
ー
大

学
等

で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ら
は

笹
川

財
団

、

日
産
自
動

車
等

の
日

系
企
業

が
支
援
し
て

い

る

ば
か
り

で
あ

っ
た

。
卒
業
生

は
三
百

人
を

超
え

る
勢
い
で
あ

っ
た
。

●
第
七
回
日

本
学
欧
州

会
議

八
月
二
十
二

日
か

ら
二

十
六
日
ま

で
、
私

は
誘
わ

れ
て
コ

ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
大
学
で

開
催

さ
れ
た
「
日
本

学
欧
州
会

議
」
に
出
席
し

た
。

三

十
一
ヵ
国

か
ら
四
百
人

余
の
「
日
本
」

を

日
夜

研
究
し
て

い
る
学
者

が
集
ま

っ
た

。
そ

れ
だ
け
で
、
滑

稽
に
も
私

は
感
動
し
た

。
出

席
者

の
多

い
順

に
国

名
を

挙
げ
れ

ば
、
ま

ず

ド
イ

ツ
が
七
十
九
人

、
日
本
七

十
一
人

、
イ

ギ
リ

ス
四
十
八
人

、

デ
ン

マ
ー
ク
三

十
六
人

で
あ

っ
た
。
国

際
会

議
は
八
分

科
会
に
分
か

れ
、
百
七

十
八
人

の
発

表

が
あ
っ
た
。

特

徴

の
一

つ
目

は
、
「
天

皇
」

論

が
自
由

活
発
に
行

わ
れ
た
こ
と

で
あ

っ
た

。
二

つ
目

は
、
フ

ェ
ミ
ニ
ズ

ム
の
流
れ
か
ら

「
労
働
と

性
」
「
性
と

贈

答
品
」

等

の
探

究

が
目

立

っ

た
こ
と
で

あ
る
。
三

つ
目

は
、
単

な
る
オ
リ

エ

ン

タ

リ

ズ

ム

を

超
え

て

、

文

化

論

に

お

い

て

も

、

グ
ロ

ー

バ

ル

な

国

際

性

に

連

な

る
研

究

が
活

発

に

な

っ

た

こ

と

で

あ

っ

た

。

つ
ま

り

比

較

文

化

論

の

、

例

え

ば

「
日

本

文

学

に

関

す

る

ロ

シ

ア

人

最

初

の

評

論

」
（
モ

ス

ク

ワ
大

学

）
、
「

サ

イ

デ

ン

ス

デ

ッ

カ

ー

の

『
源

氏

物

語

』
論

批

判

」（
同

）
、「

新

古

今

和

歌

集

・

相

聞

歌

の

あ

る

記

号

論

的

分

析

」
（
プ

ラ

ハ

大

学
）
、

あ

る

い

は

「

日

本

文

化

、

心

理

構

成

要

素

と

し

て

の

『
怪

談

』
」
（
モ

ス

ク

ワ
大

学

）
等

、

忘

れ

が

た

い

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

こ

で

私

は

多

く

の

友

人

を

得

た

の

で

あ

る

。

●

大

江

健

三

郎

の

ノ

ー

ベ

ル

文

学

賞

受

賞

十

月

十

四

日

、
「

タ

イ

ム

ズ

」

紙

は

「

サ

ム

ラ

イ

作

家

に

敬

服

」

と

い
う

見

出

し

で

、

大

江

健

三

郎

の
ノ

ー

ベ

ル

文

学

賞

受

賞

に

つ

い

て

、
写

真

つ
き

囲

み

記

事

を
出

し

た

。
「
日

本

と

言

え

ば

、

い
ま

や

経

済

や

ハ

イ

テ

ク

を

想

起

す

る

が

、

こ

の

機

会

に
日

本

文

化

を

見

直

さ

な

け

れ

ば
な

ら

な

い
」

と

い

っ
た

論

旨

で

あ

っ
た

。
し

か

し

、
他

紙

に

は

出

な

か

っ
た

。

ま

た

、

名

門

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド
大

学

に

、

有

史

以

来

初

め

て

日

本

人

の

専

任

講

師

が

採

用
さ
れ
た
。
彼
女
は
神
戸
外
国
語
大
学
の
出

身
で
、
ご
主
人
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
教
授
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
一
方

で
、
翌
年
一
月
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
伝
え

ら
れ
、
ま
た
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
大
き

く
報
道
さ
れ
て
、
ロ
ン
ド
ン
地
下
鉄
の
厳
し

い
警
備
に
ま
で
及
ん
だ
。

日
本
文
化
研
究
は
、
漱
石
の
時
代
と
は
隔

世
の
感
が
あ
る
が
、
大
学
の
図
書
館
は
、
予

想
以
上
に
蔵
書
が
貧
し
い
。
経
済
優
先
を
脱

皮
し
て
、
本
当
に
交
流
し
、「
文
化
」
を
理

解
し
合
う
よ
う
に
な
る
に
は
、
政
財
界
が
一

致
協
力
し
て
促
進
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
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